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た本種の菌株中には最初から学l横~よ〈利用し
得る菌株 (No・制， 147)並に廉備・明績の何れ
を‘もよく利用し縛る菌株(No:148)があって¢
上の No.邸宅Fに於げる来落解離の結果、此等
天然の菌株に性質を同じうするものを生じた事
になる.新る現象は A串t.mu飽，biIisのみでな〈
叉 Act.luteo・viridis， (新種.・記載}jl揃)Act. 
mゆ omog('nusの繍利砂典、τ見られる。
術斯の如き豪落解離は或る特定の炭素振を含
む培養上略令規則Eじく起るものである貼より
考へれば、斯る慶異を起す潜在性はモの菌株若
くはその思する種の特性さもみなじ得るのであ
る。換言すればその菌株若くはそめ種は上の性
質について不安定であるさ言へる。この事は
皐に炭素源の利用性tこ泣いてのみでな〈他の性
質に就いてもみられる.例へば元来着色せる集
中薗締ぞ形成す~菌株が突然その薗叢の一部に
白色の集中薗締を生じ、その部分を採っτ新し
い培養基に移相直径行へば白色の気ゆ薗締ゐ形成
する型軽異株が得られるこさがある との現象が
矢張め種さ闘係があり、元来蓄積色乃至ピンク
色の集中菌綿を形成する Act.rO6eQChroa:ogenu8 
に属する菌株の多数並に元来]J(褐色 (Drab)の
集中薗締を形成する、Act.cinereosporcus (新種・
配載別報〉に属する菌株の多撃が斯る鍵異株そ
生守る傾向を有ってゐる。斯様に放射賦菌tこっ
.いてみられる聾異現象の中には遺傷事的に興味
の深い問題が多く蹴されてゐるが、此等につい
τば他日別lこ報告する考入である.
本研究賓の-$は事術娠興曾補助金に負ふτ
ゐる.ままに謝意を表する
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司クゾウ及びココクゾウに及ぼすDDTの効果〈強纏〉。
深谷昌次・小阪和彦、
潜土筈晶fこるグジゴム告に劃する DDTの殺
轟効果(!t)に就いては既?と誕援したが、今度は
本薬剤が貯毅客轟たるコクゾタ及びココクゾタ
に封し如何なる影響~奥えるものであるか吃就
いて少し〈貧臨検討して見t:.. DDT は有害で
あるからとれを貯戒戴類中氏使用する二とはあ
まり望ましいとさではないが、極徴量を用いて
も車教があるさい3こ三になればその適用が考
へられないこさもない.く言主7農皐1: 41-44 (.l947) 
1材相及び方法供試成品は幼晶期聞を
25・cの定湿器中で経過し羽化後10日を甑fこも
ので、賓献に際しτは雌雄を別々巳して取扱っ
すこ.この場合Talcに稀揮しt:.1d% D'DT 10m長
命ぺトリーシャーレーに入れ、これに晶を供し
筋。C下無給餌賦態で毎日その舞死教を調ぺ記。
玄米中のコクグタに封しtは純縛のDDTldrtig，
50mg ~玄米 5(')g 中 tこ浪人じ、一定期間後にそ
の舞死率を調ぺt:..
幼晶を供試する揚今には解化後15-39日を経
過じ、街玄米中に入ったま Lのもめを略等分し
て一方は無鹿理標準とし他方には 16~ DD~ 
籾末 1smgをふりかけこれによ1まぶし、その
まま 2，)-OC定温帯中に置いて司理化腔出する晶額
を毎日記録してその羽化事停を調べfこる
2賞験結果
(1)無給餌ずのコクゾウt二重せする影響 賓験
結果は第2表及び第 l1.iの釦〈官あって・、DDT
の施用匝さ Talcの施用匡は共に標準IIこ比レ
て舞死率高《、施用後 9 臼でH16~の発死率が
縛られる.-)5標準匝では施用後17日で100'~
'舞死している。
(2 米説中のコクグゥにf.~る影響 絡事事・の
ー('''1研究集3'l~書官席2蹴 61一回頁 1947) (61) 
第 1 表
無給餌下のコクグ?に劃する DDTの影響
住!sE DDT慮理後の日I'U:死鐙率 C%)‘ . 1 "2 3 4 5 6 7 8 9 10 
1 50 。2 12 38 58 '84 9S 98 100 
D o 10 36 60 92 '1口o1CO 100 D 雄 関 。
T 針 100 。1 1 37 59 88 98 99 100 
T 画監 日
。2 36 70 96 98 1∞1∞100 
A 雄 回 。o 18 田 82 部 98 98 10Q 
L 
C 計 100 。1 't:l s4 89 97 99 叩 1∞.
。1 60 。。。。10 18 30 46 58 66 。
雄 国 。。4 6 6 8 20 32 T38 62 
N 
T 針 1∞ 。0・2 3 8 ]3・25 39 48 14 
DDT ~玄米 5(')gに封し 10mg 及びÕt)mg 投入
よ〈揖#してからコクダク雌雄各150頭を供し30
日45日後にその死轟率ぞ調査し大所〈第2表〉ζ
第 2 表
玄米中のコクグりもこ罰する DDTの影響
区 賓〈時量} 笹 供~ I投
7日一D一書D置一と一T死寸一掻慮一率穫一後c，一4の一7 
30 45 
明 雌 50 48 76 
D 10 雄 50 34 80 
計 100 41. 78 
D 
50 画量 回 1凶 100 
T 50' 雄 50 80 1∞ 
計 1CO 90 100 
10 雌 50 24 38 
T 10 雄 50 12 26 ， 
A 針 100 18 3z 
，L 50 雌 50 88 92 
C 田 雄 50 100 100 
置f 100 94 96 
C 一 画監 50 :ι 。一 雄 回N T 計 100 
れは無給餌賦盟 f~遣ってコクゾクの生存期聞
が延長する。殊にODr10mg施用の揚合は 45
日後民於ても ldO%の死晶互容を得るこさが出来
たい.回mg施用の場合には相官の死畠率そ皐
げるこさが出来るが、一方 τalc島区用の場合の
(62) ;_ 22-
第 lfl司 DDT~~ コ，クグタ成畠の
死轟軍事に及tます:影響
o 1・ 234
総遜
6 7 
敏
効果も見越せない9
0予コクゾ?幼晶に罰する影響幼晶に劃す
る影響は第3表に明なる如〈無鹿理標準匿に比
して低下はしているが 10mg程度の施用では決
定的な死品事を捧げるこさが出i*なhも向この
場合最初の羽化成轟は DDT施用後7日に既出
している.
第3表 ヨタゾク劫轟に劃する DDTの彫響
71 
止と
I (4う無給餌下のココクグヲに針する影響無
給餌下の守.コクゾクに到して!もコクlゾウに劃す
るさ同様10%粉約二て鹿理しその影響を見たが
その結果は第4表に見ちtれる如〈であって、
DDT及びTalcに封する抵抗力は勿論的こさ飢
餓さか乾燥に封する抵抗力も低いニとが分る。
第 4 表
給餌下のココ;ク〆ヲに劃する DDTの影響
I蹄時 IDDT庫理後の日重U:死撤率く%)
匪|陛 iヨI1 2 3 4 
?? 10 88 96 100 
26 92・1∞
18 90 98 100 
??? 回 1270901∞
・6 旬 941凶
4 60 92 1∞ 
cl 雌 160 1 0 ~ 10 4B 71 86 96 100 
131雄 l31048初回竺こ
TI針卜1∞I0 3， 9 44 66 
(5)米穀中のココクゾクに劃する影響米穀
中のコヨクゾウに到しては玄米o(')gに封しH)mg
~施用すれば31)日後には.100%が按死する. (第
6表)Talc JjI.用の場合には 50m8施周でldO%
の舞死率を事げるこさが出来る.
第 5 表
玄米中のココクプtJじ到する DDTの影響
I c'!¥I佐 iglph鵬 301匹 く書m官主g主) 供抗議 自の死飴率c%)
10 態 前 1∞ D 
10 縫 回 100 
計 100 100 
D 
60 践 回 1∞ 
50 雄 Eぬ 100 
T 
計. 1∞ lCO 
10 臨 50 44 
T 
10 50 78 雄，
A 計 100 61 
L 即 雌 50 100 
50 簸 50 1叩α 
1∞ 1∞ 言T
0・ 一 能 60 40 。
一 雄 50 朗N 
T it 1∞ 64 
(6) DDTがコクゾワの酸素消耗量に及ぼす‘
影響 DDTに接濁したコクゾtJの中無給餌欣
踏下で7日以上も生存するものがあるさいふ事
賓はコクゾウに劃する DDTの設晶効果が相官
遁効的であるさの印象そ県支る.そこで DDT
麗翼後tこ於ける酸素消耗量を128・c下で測定し
て見Tこ所が、これば激越されむよう仁無島理の
ものさ大義を示きないで呼吸中枢の興奮に伴う
憎素消耗量の上昇さかもの後の念減といった現
象は観察されないo時閣の鰹過さ共に酸素消耗
量が低下するのは乾燥さか飢餓の悪影響による
ものと見られるバ第6表・第2掴)
• e 表DDTがコクグクの酸素消耗量に及ぼす彫響
纏 議 時 開
-殴
。〈島理直後)2 5 20 
D 1).T 1'764 1446 1234 846 
TALC 1898 )551 1443 袋rT
CONT 2398 l631 1484 1104 
備考:酸素消耗量i~1!I霊 19、 1 時間1:於げる消粍
震をcmmで示す。
第2闘 PDTがコク "/'(J成品の
酸素消耗量に及ぼす影響
(1(')% in Ta1c: 28・C)
cmm/gfh 
2抑[
1 ¥・--ー .D1'
酸 20∞ト ¥ ・ーー T&t
禁
I I ， J I← l_l.._..:t. 
o 2 4 6・1013 14 '16 18 20 
鱈遜時間
3結 論 DDTのコクゾク、:J:Jクゾウ
に劃する殺晶効果は賓験の範囲内では Talc皐
用の場合さあまり大差玖示されたい。併し徴量
施用の場合には Ta1cに比しτ幾分高い殺晶カ
を示すようであるb こうした殺晶カの弱さは
DDT庫理後に於けるコクゾクの酸素消粍量の
消長曲線からも額ける所である.
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